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♪一年の総決算～２回目の児童総会より♪ 
２月１０日（水）午後１：００より，2回目の児童総会がありました。今年度は「明るい笑顔 みん

なで創ろう 『最幸』の玉幡小」をスローガンとして，児童会役員の皆さんや5，6年生を中心に日々

取り組みを続けてきました。 

全校活動の4つの柱への取り組みの振り返りでは，「コロナ禍の中でもでき

ることをさがして，いろいろなことができた」「全校が一丸となって取り組ん

で最幸の玉幡小に近づくことができた」「全校が楽しむことができて，より絆

が深まった」「ありがとうの木やクラスチャンピオンの取り組みで他の人やク

ラスのいいところをたくさん知ることができた」などの前向きな振り返りがど

の学級からも出てきました。また6年生からは「自分たち６年生が中心となれ

て全校が楽しめてよかった」というリーダーとしての自信と誇りの感じられる

発言があり，3～5年生からは「6年生が毎日あいさつしてくれて，温かい言葉

をかけてくれてうれしかった」「6年生がつくってくれたことを来年も続けたい」という言葉が聞かれ

ました。 

また答弁だけでなく，児童会から各学級に「なぜ今年はあいさつが拡が

っていったのか？」「あいさつするとどんな気持ちになったのか」という

投げかけがあり，「児童会の皆さんや５，6年生が見本を示してくれて，自

分もいい気持ちになった。だから拡がってきた」「あいさつしたら返して

くれてうれしかった。それを続けていくことで自分に自信がついた」「あ

いさつは短い言葉だけれど，続けていくことで絆が深まったような気がし

た。だんだんしてくれる人が増えてきてうれしかった」などの意見が聞か

れました。それを受けて児童会本部より「心と心の会話があいさつ，これが玉小の良い伝統となるよ

うに，未来へつなげていってほしい」というメッセージがありました。次に委員会の委員長のみなさ

んの1年間の活動や努力，次の年への願いなどの発表がありました。心のこもった堂々とした様子に，

心を動かされました。そして最後に，教頭先生が良いものを日々努力して積み重ね長い年月を重ね心

や気持ちを受け継いでいくことの重さや大切さを，またそれをつないでいくことを，「伝統」という

言葉で表現し講評をしてくださいました。 

今まで中心となってスローガン実現のために日々努力を積み重ねてきてくれた児童会役員・5，6年

生の皆さんに心から「ありがとうございます」と伝えたいと共に，そんな取り組みをいいものとして 

て感じ，自分たちもあんな上級生になりたい，その気持ちを未来につなげていきたいという気持ちを

もつことができる下級生の皆さんの素直な心に気持ちが温かくなりました。やはり人の心は人の心が

動かすのだという思いを改めて深くしました。 

最幸（さいこう）の玉幡小を創ろうと日々努力を積み重ねて一人一人の心の中に

植えられた種が，これからももっと大きく成長して大きな実を付けていきますよう

に，そう願って止みません。これからも5年生を中心に伝統を更に良いものにとい 

う気持ちでやってくれると大きく期待がふくらむ，そんな時となりました。 
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♪命を，心をいただく♪～鹿児島県カンパチ無償提供給食から～ 

2 月 10 日（水）の給食にお魚ドッグパンが出ました。パンにはさんだ魚の角切りは「カンパチ」

という高級魚で，鹿児島県水産物販売促進緊急対策支援事業の一環として水産庁からの補助を受け

て行われた「鹿児島産カンパチの無償提供」による給食でした。 

コロナウイルス感染症のために，魚など食材の売り上げが激しく落ち込みました。漁業に関わる

皆さんの「自分たちが命を，心を込めて取り扱った食材を子供たちにおいしいと言って食べてもら

いたい」という願いを実現するために，水産庁が経費の補助を行い，関東給食会がこの事業を学校

へ提案してくださり，この日のカンパチの無償提供給食が実現しました。おいしそうに食べる子供

たちの様子は，山梨県の給食関係業者や鹿児島県の水産業者の皆さまのもとに届けます。 

食は生き物の命をいただくものですが，この日は特に食材に関わる方々の心もあわせていただき

ました。子供たちがこの心を受け止め，感じながら心豊かに成長することを期待しています。 

 

♪コロナに負けるな！～家庭感染防止の呼びかけ～ 
前号の学校便りでお伝えした「家庭感染予防の呼びかけ」の一つとして，5，6年生の代表の子供

14 名が家庭感染防止を呼びかけるポスターを描いてくれました。校庭の南東側のフェンスに掲示

してあります。コロナに負けない体と心を学校や保護者・地域で作り，強いものにしていきたい，そ

んな思いをより感じているところです。日々の検温，健康観察を始めとする健康管理へのご協力に

感謝いたします。この感染症はまだまだ油断はできない現状ですが，県内では感染も鈍化に転じて，

国内ではワクチン接種も開始のメドが立ち，少しずつ希望が見えているところです。 

ご家庭におかれましては，年度末に向け変わらない健康管理へのご協力をぜひお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 
♪考えて順序よく組み立てる♪～6年生プログラミング学習から～ 

 ２月 12日（金）の３～６校時に，２校時ずつ学級ごとに，6年生のプログラミング

学習が行われました。ＣＭなどでもおなじみの「ペッパーくん」が 3 体来てくれまし

た。そして順序よく考え組み立てたプログラムによる動作をしてくれるペッパーくん

を通してプログラミングを学びました。自分で考え，組み立てて対応していくことな

どを楽しく学ぶ貴重な機会となりました。 



             


